

  超訳・抱朴子（ほうぼくし）




  





  第七塞難篇（３）道教はウソっぱちか？ 




  （あくまでも「仙人は実在する。そして仙人になるための方法も確立されている！」と言い張る抱朴子に対し、いろんな人がツッコミを入れるシーン）





  





  ある人：「聖人君子の代表格である孔子は、「死なない人なんていない（自古皆有死）」とおっしゃいました。




  いくら老子が「修行次第では、神や仙人になることができる！」と断言していると聞いても、そんなものまるで信じる気にはなりませんね。




  だいたい、儒教の先生たちが言っていることは実にもっともであり、かつ実生活の役に立つことばかりですが、道教の連中が言うことは役にも立たないウソばっかりじゃないですか！」




  





  抱朴子：「なるほど仲尼（ちゅうじ。孔子のこと）は儒教における大聖人であるけれども、老子は「道」そのものに通達した聖人なのだよ。




  儒教で言っていることは卑近な事柄ばかりだから一般人の間でファンが多いわけなのだが、「道」というものは実に遠大で掴みどころのないものなので、理解できる人はほとんどいない。




  「道」とは、いわばあらゆるものを生み出す源のようなものだ。で、儒教は、そこから生まれたものが流れていく様について説明を施すものだ。





  そもそも、いわゆる三皇（火を作った燧人や医学・農業の祖である神農など）以前の時代は、ものごとは全て「道」によって治められていた。儒教で説明されるようなことをやるようになったのは、帝王（堯舜、黄帝ら）からあとのことだ。





  世間の人たちはみな、何かと言うと「昔はよかった！　昔はよかった！」と大騒ぎするクセに、なんで老子よりも新しい仲尼のことばかり褒めるんだろうね？　全く理解に苦しむよ。





  花びらばかり珍重して、それらを咲かせている根っこについてはまるでノーケアだというのだから困ったもんだ。





  水晶玉を有り難がるクセに、それらを産出する淵や沢には近づくのも嫌がる。美しい玉壁を産出する荊山も大嫌い。まぁ、何をかいわんやだな・・・





  だいたい、長寿・延命の法の類なんてものは、道教においてはオマケみたいなものなのだ。儒教における礼法みたいなもんかな。儒教における躾や行儀の類は社会生活を潤滑に営むための手段であって、決して目的ではないだろう？ 道教だって同じことで、決して長寿・延命だけを目的とするものではないのだよ。





  それに、百歩譲って仮に儒教が道教よりも長い歴史を持っていたとしても、やっぱり仲尼ばかりを信奉するべきではない。もちろん、老子ばかりを信奉するというのもまた、あたらない。





  知らないのか？ オマエたちが崇めてやまない仲尼のオッサンだって、伯陽という仙人がいると聞いて、わざわざ悩みごとを相談するためにたずねて行ったことがあるんだぞ。





  それに時折、「今のワシは、老子や彭祖と比べてイケているだろうか？（窃比於我老彭）」と反省していたそうじゃないか。





  そして遂には老子に直接会いに行ったのだが、言われたことがまるで理解できなかったらしく、帰る道すがら、「ワシは鳥や魚のことなら何も知らないことはないのだが、あの人のことはまるでわからなかった・・・　そういえばワシは「龍」についてはあまり詳しくない。あの人はきっと、その「龍」なのだなぁ・・・」とこぼしていたとか。





  これは、あの顔回が、「まったくもって凄い人だよなぁ。見上げれば見上げるだけ高くなる。斬りつければ斬りつけるほど堅くなる。そして今前にいたと思えば、もう背後にいる・・・　（仰之彌高、鑽之彌堅、瞻之在前、忽焉在後）」と、師匠である仲尼のオッサンを褒め讃えたのと同じことではないのか？





  これらの話は儒教のテキストにも載っているものだ。仲尼のオッサンは、道教に多大な尊敬の念を持っていたのだよ。





  それでもまだ、オマエたちは「儒教ばかりが偉くて道教などウソっぱちだ！」と言うのかね？」





  第七塞難篇（４）孔子が道教を学ばなかったのはなぜ？




  （「儒教は立派な教えだが、道教はインチキだ」という論難に対し、「孔子だって老子に憧れていたのだ」と反論する抱朴子に対して）





  





  ある人：「なるほどそう言われると返す言葉もありませんが・・・




  しかし、そういうことであれば、なんでまた孔子は憧れていた老子に直接教えを受けたにも関わらず、道教を学ばなかったのでしょうね？」




  





  抱朴子：「根本の立場から物事を見れば、「自然」とか「命」などと呼ばれるものには、歴然と「恒久不変なるもの」が通底していることがわかる。




  仲尼（ちゅうじ。孔子のこと）は折角、老子に会うことでその偉大なる一端に触れることができたのに、それが「偉大っぽい」ということまでしか理解することができなかったのだよ。





  想像力のスケールの違いというかな、目先のことにとらわれ過ぎだったのだろう。ちょろちょろ流れる小川に気を取られ、それがなぜ、尽きることなく流れ続けることができているのかというところにまで、考えが及ばなかったのだ。そしてまた、流れが行き着く先に大海があることも、それと小川の源との関係も。結局仲尼は、世間一般の事柄を取り扱うだけで精一杯だったのだよ。「仙人」になるための方法を理解する能力も、実践するヒマもなかったということになるかな。





  で、世間にあふれているバカタレどもの「しつけ」にひとりで必死になるばかり。





  なるほど仲尼は聖人だが、それはいわゆる「世話」の達人であるというに過ぎない。




  実際、あんなに落ち着きのないヤツもいないぞ。じっと静かにしているということが、まるでできなかったのだからな。





  だからこそ、老子は仲尼を叱ったのだ。





  『もしも高価な宝を持っているというのであれば、決してそれを見せびらかしてまわってはいけないよ。





  むしろ、誰にもわからないように厳重に隠しておきなさい。




  本当の「君子」というものは、溢れんばかりの才能を持っていたとしても、アホを装うものだ。




  ・・・どうやらオマエはもっと具体的に言わないとわからないようだな。




  こら、オマエ！　その驕りたかぶったカンチガイを今すぐやめろ！ あれこれと求めまわるクセも直しなさい！　態度をとりつくろうのもやめなさい！ そんなことでヨコシマな考えを持っていることが隠せると思ったら大間違いだぞ！




  いいか？　これはオマエのためを思って忠告しているのだからな！』、と。




  まぁ、結局仲尼に老子の言葉は届かなかったのだがな・・・





  こんなヤツが「道教」を学ぼうとするハズなどないだろう？




  一生の間、アレコレと悩み、アクセク、バタバタとし、心も体も休まる時がなかった。





  天を仰いでは、「ああ、伝説の巨鳥である鳳凰が出現することを夢見て頑張っているのに、全然そんなもの現れる気配がない！　背中に宇宙の真理が模様となって浮かび上がっている馬が川から出現する日を心待ちにしているのに、ちっともそんなもの出てきやしない！ ああ、オレはもうダメだ！ （鳳鳥不至、河不出圖、吾已矣夫）」、などと大騒ぎし、地面に突っ伏しては、「チクショウ！　こんなに盛りだくさんの才能を持っているというのに、誰もオレを使ってくれない！ これじゃまるで、たくさん実がなっているのに誰にも見向きもされないニガウリみたいじゃないか！ チクショウ！　オレはニガウリかよ！ （吾豈匏瓜也哉、焉能繋而不食）」、と泣き叫ぶ。





  「もうこうなったら大安売りだ！　誰でもいいからオレの才能を買ってくれ！ （沽之哉、沽之哉、我待賈者也）」、とヤケになり、「お願いです！　なんでもやります！　オレを使ってくれるのであれば、どんなことだってやりますから！ （富而可求也、雖執鞭之士）」、となりふり構わず就職活動に明け暮れる。





  とてもじゃないが、根本の「道」とか「養生」とかを目指せるタイプじゃないよなぁ・・・」




  人名解説　いわゆる「三皇」、「帝」、「王」について　




  





  【三皇】（さんこう）




  

    	燧人（すいじん）：太古の昔、人類に火の使い方を教えたという。


  




  

    	伏羲（ふっき）：太古の昔、大洪水で人類が滅んだ時に妹の女媧と共に生き残り、後の人類の祖となったという。人類に漁業を教え、「八卦」を創始した。


  




  

    	神農（じんのう）：太古の昔、人類に医療と農業を教えたという。


  




  





  【五帝】（ごてい）




  

    	黄帝（こうてい）：紀元前二千六百年頃の人。諸侯を討伐して中原を統一、中華民族の祖と呼ばれる。指南車の開発でも有名。


  




  

    	顓頊（せんぎょく）：黄帝の孫。天へ通じる道を閉ざし、それまで混在していた神と人を分離したという。


  




  

    	嚳（こく）：黄帝の曾孫。生まれてすぐに自分の名前が言えるほどの聡明さを持ち、仁政を行ったという。


  




  

    	堯（ぎょう）それまで十個あった太陽を九つ撃墜し、ひとつだけにしたという。


  




  

    	舜（しゅん）：篤実な性格で人望が厚く、三年も同じ場所に住むと、その場所は集まった人たちで都会となったという。禹の治水事業の発注者。


  




  





  【王】




  

    	夏の禹王（かのうおう）：紀元前二千年頃の人。黄河の治水事業で有名。




    	殷の湯王：いんのとうおう）：紀元前千六百年頃の人。暴君といわれた夏の桀王を滅ぼし、殷を創始した。





    	周の文王・武王：紀元前千百年頃の人。暴君といわれた商の紂王を滅ぼし、周を創始した。



  




  



